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各  位  

 

中部防災推進ネットワークの参画メンバーの皆さまに、

メールマガジン（ 2025 年 1 月号）を配信します。  

 

※メールマガジンのバックナンバー、これまでの会合の  

発表資料等は中部防災推進ネットワークホームページに  

掲載しています。  

 

＜中部防災推進ネットワークホームページ  URL＞  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-

nw.html 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

１．本ネットワークの参画団体のご寄稿  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

今回の寄稿はございません。  

次回までお待ちください。  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

２．本ネットワークの参画団体からのお知らせ  

（防災イベントの予定等）  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━   

（１）  内閣府防災、愛知県  

 

〇イベント名：  

【防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム（防テ

ク PF）】2/20 第 10 回セミナー＠愛知  

〇日時：  

令和７年２月 20 日（木）  10 時～17 時（予定）  

〇会場：  

STATION Ai 1 階イベントスペース、 3 階大会議室、 1

階駐車場（オンライン併用）  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-nw.html
http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-nw.html


（愛知県名古屋市昭和区鶴舞 1 丁目 2 番 32 号）

https://stationai.co.jp/  

〇イベント内容：  

●メイン講演  

名古屋大学福和名誉教授、株式会社 Spectee、株式会社

WOTA、愛知県  

●メインセッション（パネルディスカッション）  

・「防災×テクノロジーの未来～スタートアップの役割

と期待～」  

株式会社 Liberaware、内閣府、愛知県、独立行政法人国

際協力機構（ JICA）、株式会社みずほ銀行  

・「災害をチャンスに変える～地域の未来を創るレジリ

エンス戦略～」  

KTX 株式会社、名古屋市、WAA ReSCue、岡崎信用金庫  

●施策・事例説明（内閣府、防災 DX 官民共創協議会等）  

●マッチングピッチ  

・企業：技術・サービスピッチ／課題・ニーズピッチ  

・自治体：課題・ニーズピッチ  

●技術展示（屋内・屋外）  

〇参加方法：  

以下の URL からご登録ください。  

●企業：技術・サービスピッチへの登壇（別紙 2 参照） 

「自治体・企業の災害対策を効率化・省力化できる技術・

サービス」をテーマにプレゼンいただける企業を募集し

ます。  

https://boutech-pf-r6.resv.jp/direct.php?direct_id=23 

（登録期限：令和 7 年 1 月 31 日（水）18：00 まで）  

●技術展示（屋内）への応募（別紙 3 参照）  

https://boutech-pf-r6.resv.jp/direct.php?direct_id=24 

（登録期限：令和 7 年 1 月 31 日（水）18：00 まで）  

●セミナーへの参加  

https://boutech-pf-r6.resv.jp/direct.php?direct_id=22 

（登録期限：令和 7 年 2 月 12 日（水）18：00 まで）  

〇その他：  内閣府からのコメント  

 

いつもお世話になっております。  

内閣府（防災担当）、防テク PF 事務局です。  

 



内閣府では、災害対応を行う地方公共団体等のニーズと

民間企業等が持つ先進技術のマッチングや効果的な活用

事例の横展開等を行う場である「防災×テクノロジー官

民連携プラットフォーム」（防テク PF）を設置し、その

一 環 と し て 「 マ ッ チ ン グ サ イ ト 」

（ https://www.bosaitech-pf.go.jp/）を開設するととも

に、「マッチングセミナー」を定期的に開催しております。 

 

この度、以下の通り第 10 回マッチングセミナーを開催

することとなりましたので、お知らせいたします。  

10 回目の節目となる本セミナーにおいては、愛知県の

国内最大級のオープンイノベーション施設に産官学金が

一堂に集結。有識者やスタートアップ企業等による講演、

パネルディスカッション、マッチングピッチや屋外展示

等の新しいプログラムを実施し、「防災産業の育成」と「社

会全体のレジリエンス強化」を目指す取組を紹介します。 

デジタル技術を始めとした先進技術・サービスや、地域

の防災力を高める官民連携事例等を確認できる貴重な機

会ですので、奮って御参加ください。  

 

詳細は下記の内閣府プレスリリースをご覧ください。  

https://www.bousai.go.jp/pdf/250121_bousai_seminar.

pdf 

 

上記イベントの参加者・出展者も募集しておりますので、 

ぜひご応募いただければと存じます。（参加費は無料です） 

 

※過去のセミナー等の様子は専用サイト中段「セミナー

情報」からご確認ください。  

https://www.bosaitech-pf.go.jp/#mt_semi 

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

（２）  一般社団法人  日本損害保険協会  中部支部  

 ＜再掲＞  

 

〇イベント名  

 中小企業向けリスク対策セミナー  

〇開催日時  



 2025 年 2 月 21 日（金）14:00～15:30（開場 13:30）   

〇開催場所  

 アーバンネット名古屋ネクスタ  カンファレンス  

（名古屋市東区東桜 1-1-1 アーバンネット名古屋ネクス

タビル３Ｆ）  

〇概要  

 プログラム  

 講演 1「事業継続力強化計画認定制度・企業のＢＣＰ

取組事例」  

 講師：中部経済産業局  産業部  経営支援課  課長補

佐  石川文子氏  

 内容：事業継続力強化計画の策定に際し、盛り込むべ

き事項の説明や企業の取組事例を紹介します。  

 講演 2「自然災害における損害保険業界の役割」  

 講師：東京海上日動火災保険株式会社  愛知南支店  

業務チーム   マネージャー  井上挙氏  

 内容：中小企業が事業活動で必要とする保険について

自然災害を中心に説明します。  

 ※参加無料（要申込）です。  

〇Web ページ URL（申込フォーム）  

 http://forms.office.com/r/7u7pu8XsrV 

 

 ※ネットワークメンバー団体の皆様はもちろん、  

  メンバー団体の会員企業の皆様にもぜひご案内・ご

参加ください。  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

３．編集後記（事務局・協力団体のひとこと）  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

中部防災推進ネットワークの事務局メンバーを務めて  

おります内閣府  防災計画担当の岩間と申します。  

 

令和 6 年 1 月 1 日に発生しました能登半島地震から  

早いもので 1 年が経過いたしました。  

 

昨年１１月には、福和先生が座長を務める「令和６年能

登半島地震を踏まえた災害対応検討 WG」において応急

対策生活支援策の今後の方向性について取りまとめを行

い、被災地における復興も粘り強く取組が進められてい



るところでございます。  

 

今回の能登半島地震では、過去の災害の経験や教訓を活

かし、迅速な災害応急物資支援のプッシュ型支援や大規

模な対口支援が行われ、また、ドローンや衛星通信とい

った新技術が活用されたほか各種情報共有システムの活

用など災害対応のデジタル化が促進されました。  

 

我々内閣府防災計画担当としましても、行政や企業をは

じめとした災害対応力の強化を進めていくとともに、「防

災産業の育成」や「地域や社会全体のレジリンエス強化」

にも目を向け取組を強化していくところでございます。  

 

そのきかっけとなるべく、防災×テクノロジー官民連携

プラットフォーム（防テク PF）では、2025 年 2 月 20 日

（木）愛知県名古屋市 STATIONAi にて第 10 回マッチ

ングセミナーを開催します。  

 

今回は、産官学金の多くの関係機関の皆様が愛知県に集

結し、防災産業の育成や地域防災力の強化等について、

講演やプレゼンテーションが行われる予定ですので、ぜ

ひ奮ってご参加ください！  

 

詳細は下記の内閣府プレスリリースをご覧ください。  

https://www.bousai.go.jp/pdf/250121_bousai_seminar.

pdf 

  

政府としましては、能登半島地震の教訓等を踏まえ、国

による応援組織の充実強化、資機材や装備品等の充実、

避難生活における生活環境の確保の実現のため、政府一

体として本気の事前防災を進めて参ります。  

 

中部防災推進ネットワークがその先進的な取組となるよ

う我々も積極的に参画して参りますので、本年もどうぞ

宜しくお願いいたします。  

 


